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ー茨城県沿岸の海藻については，古く岡村1)剖，東8)，心，殖回目らの研究があるがL、ずれ

も断片的な記録にとまっている。その後川端6)は， はじめて茨城県沿岸の藻類を全般的

に調査し報告を行なった。また宮崎町，引は大洗海岸の海藻を報告している。筆者9)-1的は，

茨城大学在学中にこの沿岸の海藻の植生に興味をもち， この分野の調査を卒業研究とし

てとりあげ，その後も調査を続けすでに成果の一部を数回にわたり報告した。近年，茨

城県沿岸は部分的に海水汚染が進んでいる。片岡m は， 目立海岸の海藻植生を環境汚染

との関連から研究しその結果を報告している。筆者もまた海洋汚染との関連から海藻植

生について若干の調査を行なっているものであるが， ここでは基礎的資料を提供する意

味で茨城県沿岸のいくつかの地点における生育海藻の種類相について報告する。

本稿を進めるにあたり， いくつかの種の同定をいただいた高崎経済大学の川端清策博

士，テγグサ類の同定をいただいた三重大学の瀬木紀男博士， ソソー属の同定をいただい

た北海道大学の斉藤譲博士，多くの種の同定をいただき原稿のご校閲をいただいた東京

教育大学の千原光雄博士，常日頃ご指導をいただいている茨城大学の恩師佐藤正己博士，

なにかと，ご助言をいただいた同大学の鈴木昌友博士に深〈感謝の意を表する。

茨城県沿岸の概況と調査地点

茨城県沿岸は，最南端の鹿島郡波崎町より，最北端の北茨城市まで，その長さは南北

約 150kmにおよんでいる。そのうち大洗より南部は鹿島灘に面する単調な砂浜海岸で，

海藻の着生基物をほとんど欠いた地帯であり，わずかに鹿島，波崎に人工的な基物があ

るにすぎない。それに対して大洗より北部は岩礁に恵まれている。全沿岸は外洋に面す

るため波浪を直接受ける地点がほとんどであるが， ごく限られた部分で内湾性の地点が

ある。

海藻を調査した地点は， Fig.1.に示すように1.平潟， 2.五浦， 3.磯原(北茨城市〉

4.高戸浜(高萩市)， 5.伊師浜(十王町)， 6. JII尻， 7.会瀬， 8.河原子， 9.水木 10.

事茨城県立目立第二高等学校(目立市成沢町3-2-1)

The Second Hitachi Senior High School，日itachi，317 ]apan. 

Bull. Jap. SOC. Phycol.， 23: 99・110，Sept. 1975. 

- 13ー



100 藻類第23巻 第3号昭和田年9月

N37 

o S ISIHAMA ・/_06 KAWAZIRI 
IIITACIJI LO"1 OSE 

tご8KAWARAGO Jg MEZMI 

10 KUZIHAMA 

}OllHIRAISO NAKAMINATO 

山初心o120ARAI 

PACIFIC 

OCEAN 

0 13 
HASAKI 

Fig. 1. Map of lbaraki Prefecture sbowing the collecting sites (1-13) 

久慈浜(日立市)， 11.平磯ー那珂湊(那珂湊市)， 12.大洗(大洗町)， 13.波崎(波崎町)

の13地点である。各地点とも岩礁や防波堤等を選ぴ，その海岸に生育する海藻を可能な

かぎり年聞を通して季節別に採集をおこない，生育する海藻相を明らかにするように努

力をはらった。調査期聞は， 1961年1月より 1975年2月までの 14年間である。

結果と考察

茨城県沿岸に生育の知られた種は. Table 1のように合計 164種である。その内訳

は緑藻植物 16種，褐穣植物 36亀紅藻植物 112種である。なお，このほか未同定の

ものがいくつかあるので今後の研究の進展にともない，海藻のリストには，種類の増加

が期待される。つぎに茨城県沿岸の海藻相を考察してみたい。海寝の水平分布は，海洋

の諸要因の影響を受けるが，とくに，そこを流れる海流の影響を受ける。岡村18)の日本

沿岸の海藻相の地理的分布によると，茨城県沿岸は5大区に大別されたうちの第2区

(宮城県金華山~宮崎県日向大島)の温帯性海域に属しているさらに博士は第2区を次の
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4小区に分けている。 (1)金華山一犬吠岬 (2)犬吠岬一日向大島 (3)岬角地方 (4)内湾

地方この区分で比第 1小区に属している。この海繊は，太平洋沿岸を洗う黒潮，親潮

の二大海流が洗いこのこ大海流は季節により強弱を生じ夏季の水湿の上昇と，冬季か

ら春季にかけての低下は，海言葉の分布や季節的消長に大きな影響を与えている。瀬

JII叱2blはるる海域の海藻相を寒海性であるか，暖海性であるかを推定する方法のーっと

して，緑藻植物 (c)と褐藻植物(p)の種類数の割合の値をあげている。そこで， C/p率

を求めてみると 16/36=0.47 となり，ほぽ 0.5になる。この値を太平洋沿岸の岩手県

0.4 (JII嶋21>.22))，0.5 (千原28))，福島県 0.5(野田24')，千葉県 0.6(千原町)，伊豆半島 0.6(千

原2回)と比較すると海藻相の性格は，福島県や岩手県の値とほぼ等しくなり，千葉県や

伊豆半島とは異なることがわかる。千葉県でも寒流の影響のある銚子 (0.5千原17)) で

は同じ値を示している。最近，中原・増田28)がミ発表したところによると，緑藻植物と褐

謙植物における同型世代交代をとる種類数と異型世代交代のそれの比 I/Hはある地績

の海凍相の特徴をよく表わすという。いま，この値を茨城県沿岸にあてはめて計算して

みると約1.8となる九参考までに中原・増田が噴出した隣接する地威の I/Hは岩手県

1.4福島県1.7および銚子 2.4である。この値から考察すると茨城県沿岸の海藻相は福

島県よりやや暖海的であることがわかる。

つぎに，上記のそれぞれの沿岸について，生育する種類を比較してみると.茨城県沿

岸に生育の知られた 164種のうち岩手県 (161種)と共通する種は 82種で全種類数の

50%にあたる。福島県 (1ω 種)と共通する種は lβ3種で全種類数の 63%にあたる。

また銚子 (144種)との共通種は 119種で全種類数の 73%にるたる。

つぎに，茨城県沿岸に生育する種のなかで福島県以北に生育の知られていない種をあ

げると，褐凍類では，ムチモ，イシゲ，ハパノリ，カジメ，ヒエモタ，ネジモク，紅藻

類で，フノリノウシゲ，オニアマノリ，ニセフサノリ，オニPサ，オオプサ，エツキイ

ワノカワ，サクラノ 9，トザカマツ，オオパツノマタ，オガオバネ，ヒメユカリ， タチ

イパラ，キジノオ，カバノリ，オオパツノマタ，サエダ，ヒメソゾ，ケハネグサ，ハネ

グサの 25種があげられる。また，千葉県以南に生育の知られていない種は紅藻類のウ

ップルイノリ，アカパの2種をあげることができる。

千原によると銚子では，:iII!寒帯性海藻のマツモ， イソムラサキが多数生育し，またウ

ルシグサの生育も見られたとの報告があるカ丸 これら麗寒帯性海藻は目立沿岸以北には，

とくに多く生育している。

以上の結果より，茨滅県沿岸の海藻相比温帯性要素が強く，その中に亜寒帯性要素

が混在していると考察することができる。

分布上特に注目すベき種としては，ナガオパネがあげられよう。この種は，我国では

* I/Hの算出にあたっては中原・増田の発表があった 1971年当時の生活史の知見

にもとずいた。
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分布が限られているようで現在のところ生育地はわずかに9ヶ所でしか知られているに

過ぎない。太平洋沿岸で生育の知られたところは，伊豆半島，伊豆諸島(三宅島，大島)

江ノ島付近だけである。つぎに，ヒメソゾは太平洋沿岸においては，はじめての記録と

思われる。本種は九州の東支那海や日本海沿岸に分布の知られた種である。また，ウラ

ソゾも本州や北海道の日本海沿岸に広く分布が知られているが，太平洋沿岸では，わず

かに北海道(厚岸)で得られた記録しかない。

おわりに，各調査地点の海藻の種類数を比較してみると， Table 1のようになる。最

も生育する種類数の多い地点は大洗で124種，つぎは五浦の 115種であった。これらの

地点は他の地点と比較して岩礁が多いといえる。しかし，岩礁が最も発達していると恩

われる平磯ー那珂湊は植生が単調で種類数は邸種に過ぎない。どのような環境要因が

こうした植生状態をもたらすかについては今後の調査にまちたい。

Summary 

For the purpose of obtaining further knowledge concerning marine algal :Bora 

of the coast of 1baraki Prefecture， the writer has made intertidal collections at 

13 sites in this region since 1961. As the result， 164 species， including 16 spp. 

of Chlorophycophyta， 36 spp. of Phaeophycophyta and 112 spp. of Rhodophycophyta， 

were enumerated in this paper. 

Marine algal :Bora of the coast of 1baraki Prefecture is considered to be re・

presented by temperate elements in co.existence with a few subarctic elements 

such as Anali戸。 japoni，α1$， Desmarestia ligulata， Porphyra pseudolinearis and 

Neodilsea yendoana. 

The geographic distribution of the several species， including Schimmelmannia 

plUl1ωsa， Laurencia明司ωtaand L. niゑponicaare also discussed in this report， 

since they show rather characteristic distributional patterns. 
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Table 1. A list of the marine algae On the coast of Ibaraki Prefecture. Figures indicate the collecting sites: 

1. Hirakata; 2. Izura; 3. Isohara; 4. Takado; 5. Ishihama; 6. Kawajiri; 7. Ose; 8. Kawarago; 9. 

Mizuki; 10. Kujihama; 11. Hiraiso・Nakaminato;12. Oarai; 13. Hasaki. 

トー。。

CHLOROPHYCOPHYTA 緑藻植物

1. Ulva arasakii CHIHARA ナガアオザ‘

2. U. pertusa KJELLM. アナアオサ

3. Entel.o11wrpha compressa "(L.) GREV. ヒラアオノリ

4. E. intestinalis (L.) LINK ボウアオノリ

5. E. linza (L.) AG. ウスパアオノリ

6. Urospora mirabilis ARESCHOUG シリオミドロ

7. Chaetomorpha aerea (DILLW.) KOTZ. 
タルガタジュズモ

8. C. crassa (AG.) KUTZ. ホソジュズモ

9. C. 11Wniligera KJELLM. タマジュズモ

10. C. spiralis OKAM. フトジュズモ

11. CladoJwra densa HARV. アサミドリシオグサ

12. C. japonica YAMADA オオシオグサ

13. C. opaca SAKAI ツヤナシシオグサ

14. Bryopsis maxima OKAM. オオハネモ

15. Codi仰 adhaerells(CAB.) C. AG. ハイミル

16. C. fragile (SUR.) HARIOT ミル

PHAEOPHYCOPHYTA 褐藻植物

1. Dicり'otadicJwtoma (HUD.) LAM. アミジグサ

2. Pachグ'dictyoncoriaceum (HOLM.) OKAM. サ・ナダグサ

3. Spatoglossum pac~ヌ"cum YENDO コモングサ

4. Dictyopteris undulata (HOLM.) OKAM. シワヤハズ
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&tocar抑 scoηfervoides (ROTH) LE JOLIS 

Raifsia sp. イソガワラの 1種

Sp加 celariavariabilis SAUV. マタザキタロガシラ

Cutleria cylindrica OKAM. ムチモ

Petrospongium rugosum (OKAM.) SET. et GAR. 
シワノカワ

Leathesia difformis (L.) ARESCH. ネパリモ

Analiμω japonic附 (HARV.)WYNNE マツモ

Myelophcus simplex (HARV.) PAP. イワヒゲ

Papenfusiella kuromo (YENDO) INAGAKI タロモ

Ishige okamurai YENDO イシゲ

1. sinicola (SET. et GAR.) CHIHARA イロロ

Desmarestia ligulata (LIG.) LAM. ウルシグサ

Colpomeniaゐtllosa(SAU.) YAMADA ワタモ

C. sinuosa (ROTH.) DERB. et SOL. フタロノリ

Scytos争加nl，側 entarius(LYNGB.) J. AG. カヤモノリ

E略darachnebinghamiae J. AG. ハバノリ

Petalonia fiωcia (MULL.) KUNT. セイヨウ炉，

Punct初ari，ぜ抱alat~σfolia GREV. ハバモドキ

Eisenia bicyclis (KJELLM.) SET. アラメ

Eckl，伽 iaca叩 KJELLM. カジメ

Undaria pinnatifida (HARV.) SUR. 

Cystophyllum sisymbrioides J. AG. 

C. tllrner'i YENDO ヒエモタ

Hizikia fiωiformis (HARV.) OKAM. 

ワカメ

ジヨロモク

ヒジキ
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Sargassum fulvellum AGAR. ホンダワラ

S. horneri (TUR.) C. AG. アカモク

S. kjellmaπianum YENOO .".，、キモク

S. ringgoldianum HARV. オオパモク

sagamianum Y ENOO ネジモク

S. serratifolium C. AG. ノコギリモク

S. thunbergii (MERT.) O. KUNT. ウミトラノオ

S. tortile C. AG. ヨレモク
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RHOOOPHYCOPHYTA 紅藻植物

1.. Bangia fusco・.purpurea(DILL.) LYNG. ウシケノリ

2.. B. gloiopeltidicola T ANAKA フノリノウシゲ

3. Porjうhyradentata KJELLM. オニアマノリ

4. P. .pseudolinearis UEOA ウップルイノリ

5. P. suborbiculata KJELLM. マノレパアマノリ

6. P. tenera KJELLM. アサクサノリ

7. P. yezoensis UEOA スサピノリ

8. Nemalion vermiculare SUR. ウミゾウメン

9. Pseudogloiophloea Okamurai (SET.) CHIHARA 

ニセフサノリ
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Gelidium amansii LAM. マクサ

G. divaricatum MART. ヒメテングサ

G. japonicum OKAM. オニクサ

G. .pacificum OKAM. オオブサ

G. pusillum (STACK.) LE ]OL. ハイテングサ

Pteroc/adia capillacea (GMEL.) BORN. et THUR. 

オパクサ
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16. Pikea califonzica HARV. ミチガエソウ

17. Neodilsea yendoana TOKIDA アカパ

18. Desmia japonica HARV. ナミノハナ

19. Peyssonelia c，制 lifel"aOKAM. エツキイワノカワ

20. Hildellb1"andia sp. ベユマダラの 1種

21. Lilhophyllum okamu1"ai FOSL. ヒライボ

22. De門natolithClltwnidulum FOSL. ノリマキ

23. Fosliella zostericola (FOSL.) SEGAWA モカサ

24. Margini・sporumcrassissi711um (YENDO) GANESAN 

へリトリカユノテ

Alaωcladia modesta (YENDO) ]OHAN. ヤハズゴロシ

Calliarthroll yessoense (YENDO) MANZA 3-ゾシコロ

Serraticardia 11IaxかIa(YENDO) SILVA オオシコロ

Corallina pilulifera POST. et RUPR. ピリヒパ

Yamadaea melobesioides SEGAWA サピモドキ

Grateloupia .filicina (WULF.) J. AG. ムカデノり

G. imbricata HOLM. サクラノリ

G. /ivid (HARV.) YAMADA ヒラムカデ

G. okamurai YAMADA キョウノヒモ

G. turutU7"U Y AMADA ツJレツノレ

Pachymeniopsis elliptica (HOLM.) 
YAMADA タγバノリ

36. P. lanceolata (OKAM.) YAMADA フダラク

3ヴ. Phyllymenia sparsa (OKAM.) KYLIN. ヒヂリメン

38. Prionitis patens OKAM. ヒラキントキ

39. Carpopeltis elata OKAM. ナガキントキ

40. C. cornea (OKAM.) OKAM. ツノムカデ
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Carpopeltis affinis (HARV.) UKAM. 

c. crispata UKAM. トサカマツ

C. flabellata (HOLM.) UKAM. コメノリ

Cryptonemia schmitziana UKAM. オオパキシトキ

Gloiosiph四'niacapillaris (HUD.) CAR. イトフノリ

Sch仰 'melmanniaplumosa (SET.) 
ABBOTT 

Gloiopeltis complanata (HARV.} 
YAMADA ハナフノリ

48. G. furcata POST. et RUPRE. フタロフノリ

49. Callophyllis crispata UKAM. ヒロハノトサカモドキ

50. C， japonica UKAM. ホソパノトサカモドキ

51. Schizymenia dubyi (CHAU.) J. AG. ペニスナゴ

52.， S. dubyi f. palmata Y AMADA サケベニスナゴ

53. Plocamium Ot'グormeUKAM. ヒメユカリ

54. P. recurvatum UKAM. マキユカリ

55. P. telfairiae HARV. ユカリ

日• 1る卯eacharoides LAM. イパラノり

57. H saidana HOLM. サイダイパラ

58. H. variabilis UKAM. タチイバラ

59. P，加 celocarpωjaponicusUKAM. キジノオ

60. Caulacanthus okamurai Y AMADA イソダγ ツウ

61. Gracila7.ia textorii SUR. カパノリ

62. G. verr百cosa(HUD.) PAPEN. オゴノリ

63. Gymnogcngrus flabelliformis HARV. オキツノリ

64. Ahnfeltia parado:ra (SUR.) UKAM. ハリガネ

65. Gicartina intermedia SUR. カイノリ
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G. teedii (RoTfI) LAM. シキγ ノリ

G. tenella HARV. スギノリ

Clwndrus elatus HOLM. コトジツノマタ

C. giganteus YENDO オオパツノマタ

C. ocellatus HOLM. ツノマタ

C. verrucosus MIKAMI コマタ

Rhodymenia intricata (OKAM.) OKl¥M. マサコe・ンパリ

Lomentaria catenata HARV. フシツナギ

L. hakodaten.~is YENDO コスジフシツナギ

Champia parvula (AG.) J. AG. ワツナギソウ

Coeloseira paci.fica DAW. イソマツ

Antitlzamni，捌 nipponicumYAMADA et INAGAKI 

フタツガザ・ネ

A. plumula (ELLIS.) THUR. ヨツガサネ

Griffithsia japonica OKAM. カザジグサ

Psilothallia dentata (OKAM.) KYLlN ベニヒパ

Ceramium japonicunz OKAM. ハネイギス

C. kondoi YENDO emend NAKAMURA イギス

C・pani，αuatumOKAM. ハリイギス

C. tenerrinzum (MART.) OKAM. ケイギス

Campylaephora crassa (OKAM.) OKAM. フトイギス

Centroceras clavulatum (AG.) MONT. トゲイギス

Callithamnion callophyllidicola Y AMADA 

キヌイトグサ
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Microcladia elegans OKAM. サエダ

Herpoclwndria corallinae (MART.) FALKEN. 
ニタサェダ

88. 
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Reinboldiella schmitziana (REIN.) DE  TONl 

チリモミジ

Acrosorium fiabellatum YAMADA ヤレウスパノリ

A. polyneurum OKAM. スジウスバノリ

Heterosiphonia pulchra (OKAM.) FALKEN. 

シマダジア
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94. Dasya sessilis YAMADA エナシ夕、ジア

95. Benzaitenia yenosimensis YENDO ベンテシモ

96. Polysiphonia C1"assa OKAM. フトイトグサ

97. P. japonica HARV. キブリイトグサ

98. P. morrowii HARV. モロイトグサ

99. P. urceolata HARV. ショウジヨウケノリ

100. P. sp. イトグサの 1種

101. Chondria crassicaulis HARV. ユナ

102. LaU1.encia intermedia Y AMADλ クロソゾ.

103. L. nipponica Y.AMADA ウラソゾ

104. L. okamurai Y AMADA ミツデソゾ

105. L. pinnata Y AMADA ハネソゾ

106. L. undulata Y AMADA コブソゾ

107. L. "uenusta Y AMADA ヒメソソボ

108. Pterosか'honiafibrillosa OKAM. ケハネグサ

109. P. pennata (FOTH.) FALKEN. ハネグサ

110. Symphyocladia latiuscula (HARV.) YAMADA 

イソムラサキ

S. li河earis(OKAM.) FALKEN. ホソコザネモ

S. marchantioides (HARV.) FALKEN. コザネモ

i主

111. 

112. 




